
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

浦川雨水幹線防護柵新
設事業

松浦市 3,494,700 3,097,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交
付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

　　　　　　　　　措置名 　　　　　　　　　　　　交付金事業の名称

交付金事業に関係する都道府県又は市
町村の主要政策・施策とその目標

「松浦市国土強靭化地域計画」
　４．松浦市国土強靭化地域計画の基本的考え方
　　［基本目標］①人命の保護が最大限図られること
　６．施策分野ごとの推進方針（市街地等）
　　　河川等における護岸整備等による機能強化、河道掘削等の機能維持、及び雨水幹線に
　　　おける護岸整備、排水ポンプや雨水管渠等の整備を着実に実施する。

「第２期松浦市まち・ひと・しごと創生総合戦略(令和２年度～令和６年度)」
　２.基本目標を達成するための柱
　　【基本目標３】まちの創生
　　（２）住宅の確保への支援や既存ストックの活用、インフラの整備など住みやすい
　　　　　環境の整備を行います。

「松浦市公共施設総合管理計画（平成２９年度～令和２９年度）」
　３．公共施設等のマネジメント
　　３－１ 基本目標
　　【基本目標③】安全・安心な利用
　　　長寿命化の観点に立ち、計画的な「予防保全型」へと転換し、公共施設等を
　　　安全・安心に利用できるようにします。

番号

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 浦川雨水幹線防護柵新設事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 松浦市

交付金事業実施場所 長崎県松浦市志佐町浦免

交付金事業の概要

既設護岸（上部）に管理道路があり、地元住民が生活道路として利用している状況ですが、護岸上部には防護
柵が設置されておらず、夜間の通行等においては、水路へ転落する恐れが考えられるため、防護柵を設置し、
歩行者の安全性向上を図りました。

　【事業量】
　　工事長　L=96.0m
　　転落防護柵（コンクリート建込）L=67.0m



浦川雨水幹線への
転落防止率　100％

（1-（令和７年度
の浦川雨水幹線へ
の転落件数÷令和
７年度の浦川雨水
幹線における事故
発生件数））×100

成果実績

目標値

達成度

％

％

％

100

交付金事業の評価課室 松浦市　産業振興課

浦川雨水幹線防護柵新設工事 指名競争入札
株式会社鎧心

（長崎県松浦市）
3,494,700

交付金事業の担当課室 松浦市　都市計画課

うち経済産業省分 16,904,800 5,000,000 3,097,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 16,904,800 5,000,000 3,097,000

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 16,904,800 5,010,500 3,494,700

令和４年度～令和６年度
の総事業費　25,410,000

633 113 67

活動見込 ｍ 633

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

交付金事業の成果目標及び成果実績

評価年度の設定理由

事業完了後に評価を実施します。

113 81

達成度 ％ 100 100 82.7

令和６年度

防護柵の整備

活動実績 ｍ

令和７年度成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 浦川雨水幹線防護柵新設事業の工事期間




